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12月25日の当社ファンドの基準価額下落について
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【基準価額下落率5％以上のファンド】
ファンド名 基準価額 前営業日比 騰落率

ＤＣニッセイ日経２２５インデックスファンドＢ 11,357円 -600円 -5.02%

-777円

-519円

-608円

-583円

-5.03%

-5.03%

-5.02%

-5.02%

ニッセイ日本勝ち組ファンド

ＤＣニッセイ日本勝ち組ファンド

ＤＣニッセイ日経２２５インデックスファンドＡ

＜購入・換金手数料なし＞ニッセイ日経平均インデックスファンド

14,682円

9,807円

11,497円

11,034円

-523円 -5.09%ニッセイ／ＡＥＷ・ＵＳリートファンド為替ヘッジあり（毎月分配型） 9,761円

ニッセイ／ＡＥＷ・ＵＳリートファンド為替ヘッジあり（年１回決算型） 8,552円 -459円 -5.09%

-5.22%

げんせん投信 9,241円 -504円 -5.17%

＜購入・換金手数料なし＞ニッセイグローバルリートインデックスファンド 13,312円 -732円 -5.21%

ニッセイ日本ストラテジックオープン【愛称：オールウェザー】 5,701円 -311円 -5.17%

ＤＣニッセイ先進国リートインデックス 9,227円 -514円 -5.28%

ＤＣニッセイ国内株式アクティブ 13,285円 -731円

日本株式セレクト－アクティブ・ウーマン－ 8,872円 -505円 -5.39%

乙女のお財布ファンド（株式型） 10,598円 -603円 -5.38%

ニッセイ日本株オープン 7,341円 -425円 -5.47%

ニッセイ・ジャパンＡＩ関連株式ファンド【愛称：ジャパンＡＩ革命】 10,604円 -604円 -5.39%

ＤＣニッセイ日本株グロースファンド 18,584円 -1,080円 -5.49%

ニッセイ日本株グロースオープン【愛称：生活３Ｃ】 8,884円 -516円 -5.49%

日本株式ＥＳＧ資産形成ファンド 8,982円 -545円 -5.72%

ニッセイ日本株リサーチオープン【愛称：より獲り実獲り】 7,039円 -415円 -5.57%

ニッセイ健康応援ファンド 10,606円 -651円 -5.78%

ニッセイアメリカ高配当株ファンド（毎月決算型）【愛称：ＵＳドリーム（毎月）】 5,685円 -348円 -5.77%

ニッセイＪＰＸ日経中小型株アクティブファンド 8,594円 -535円 -5.86%

ニッセイアメリカ高配当株ファンド（年２回決算型）【愛称：ＵＳドリーム（年２回）】 10,997円 -678円 -5.81%

ニッセイ／ＡＥＷ・ＵＳリートファンド為替ヘッジなし（年１回決算型） 9,716円 -648円 -6.25%

ニッセイ／ＡＥＷ・ＵＳリートファンド為替ヘッジなし（毎月分配型）

ニッセイＳＤＧｓジャパンセレクトファンド（資産成長型）

ニッセイＳＤＧｓジャパンセレクトファンド（年２回決算型）

-6.25%-716円10,737円

-6.06%-501円7,760円

-6.06%-496円7,685円
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市場の動向
12月24日のＮＹダウは4日大幅続落し、21,792.20ドルと2017年9月以来、約1年3ヵ
月ぶりの安値となりました。大幅続落したきっかけは、18～19日に開催された米連邦
公開市場委員会（ＦＯＭＣ）後の記者会見でのパウエル米連邦準備制度理事会（ＦＲ
Ｂ）議長の発言でした。世界経済の成長減速などに言及した一方で、利上げなどの金融
政策方針に大きな変更はない旨を示したことから市場では金融引き締めに積極的と捉え
られ、投資家のリスク回避姿勢が鮮明となりました。20～21日には、「国境の壁」予
算を巡り、トランプ大統領と民主党が対立し、一部の米政府機関に閉鎖の可能性が出て
きたことや、米中貿易交渉の先行き不透明感等が嫌気されました。22日午前0時に米連
邦予算が失効し、一部の政府機関で閉鎖が始まったことから改めて政治リスクが顕在化
し、24日の米国株式は4日続落しました。米国株式は10 月3 日の高値(26,828.39ドル) 
から18.8％下落した水準にあります。下落相場入りとされる20％下落の手前でかろうじ
て止まっています。26日(25日は休場)の株式市場が下落となれば、市場に対する悲観論
が一層高まりそうです。

25日の日本株式市場は、米株式下落を嫌気され大幅下落となりました。日経平均株価の
終値は19,155.74円と2017年4月25日以来約1年8ヵ月ぶりの水準です。日本固有の悪
材料は特に見当たらず、米国発の株式下落に引きずられる形で5日続落となりました。

※株式 ブルームバーグのデータをもとに、ニッセイアセットマネジメントが作成
為替 対顧客電信売買相場仲値のデータをもとに、ニッセイアセットマネジメントが作成
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12月20日 12月21日 12月24日 12月25日
株式 ＴＯＰＩＸ 1,517.16 1,488.19 － 1,415.55

対前営業日比 -2.51% -1.91% － -4.88%
日経平均株価（円） 20,392.58 20,166.19 － 19,155.74

対前営業日比 -2.84% -1.11% － -5.01%
JPX日経インデックス400 13,476.79 13,235.00 － 12,592.66

対前営業日比 -2.40% -1.79% － -4.85%
米Ｓ＆Ｐ500 2,467.42 2,416.62 2,351.10 －

対前営業日比 -1.58% -2.06% -2.71% －
ＮＹダウ（ドル） 22,859.60 22,445.37 21,792.20 －

対前営業日比 -1.99% -1.81% -2.91% －
為替 米ドル／円レート（円） 112.60 111.35 － 110.07

対前営業日比 0.09% -1.11% － -1.15%
ＲＥＩＴＦＴＳＥ ＮＡＲＥＩＴ エクイティリート･ 16,206.77 16,015.94 15,361.78 －

トータルリターン・インデックス 対前営業日比 -1.36% -1.18% -4.08% －

ファンド名 基準価額 前営業日比 騰落率

ニッセイ日本勝ち組ファンド（毎月判定型） 9,209円 -485円 -5.00%

ニッセイ日本勝ち組ファンド（３ヵ月決算型） 7,562円 -398円 -5.00%

ニッセイ日経２２５インデックスファンド 21,488円 -1,135円 -5.02%
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• 投資信託はリスクを含む商品です。運用実績は市場環境等により変動し、運用成果（損益）はすべて投資家
の皆様のものとなります。元本および利回りが保証された商品ではありません。

• ファンドは値動きのある有価証券等（外貨建資産には為替変動リスクもあります）に投資しますので基準価
額は変動し、投資元本を割り込むことがあります。ファンドは投資元本の保証や一定の成果は約束されてお
りません。ファンドの基準価額に影響を与える主なリスクは投資信託説明書（交付目論見書）の「投資リス
ク」をご覧ください。

• 分配金額は、収益分配方針に基づいて委託会社が決定しますので、あらかじめ一定の額の分配をお約束する
ものではありません。運用状況によっては、分配金をお支払いできない場合もあります。また、分配金は投
資信託財産からお支払いしますので、基準価額が下がる要因となります。

• 投資信託は保険契約や金融機関の預金と異なり、保険契約者保護機構、預金保険の対象となりません。証券
会社以外の金融機関で購入された投資信託は、投資者保護基金の支払い対象にはなりません。

• ご購入の際には必ず取扱販売会社より投資信託説明書（交付目論見書）をお受け取りになり、内容をご確認
の上ご自身でご判断ください。

[投資者が直接的に負担する費用]
■購入時・・・購入時手数料 上限3.78％（税込）、信託財産留保額 上限0.04％
■換金時・・・信託財産留保額 上限0.3％
[投資者が信託財産で間接的に負担する費用]
■毎日・・・運用管理費用（信託報酬）上限年率2.916％（税込）、監査費用 上限年率0.0108％（税込）
■随時・・・その他費用・手数料（上記以外に保有期間等に応じてご負担頂く費用があります。目論見書等で
ご確認下さい。）
《ご注意》
上記に記載しているリスクや費用項目につきましては、一般的な投資信託を想定しております。費用の料率に
つきましては、ニッセイアセットマネジメントが運用するすべての投資信託のうち、徴収するそれぞれの費用
における最高の料率を記載しております。投資信託に係るリスクや費用は、それぞれの投資信託により異なり
ますので、ご投資をされる際には、事前によく目論見書をご覧下さい。

＜設定・運用＞

商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号

加入協会：一般社団法人投資信託協会
一般社団法人日本投資顧問業協会

ニッセイアセットマネジメント株式会社
コールセンター0120-762-506
（受付時間：営業日の午前9時～午後5時）
ホームページ https://www.nam.co.jp/

【ご投資にあたっての留意点】

【投資信託に関する留意点】

【手数料等】

【当資料に関する留意点】

• 当資料は、ファンドに関連する情報および運用状況等についてお伝えすることを目的として、ニッセイア
セットマネジメントが作成したものです。金融商品取引法等に基づく開示資料ではありません。

• 当資料は、信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、情報の正確性、完全性を保証する
ものではありません。

• 当資料のグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の投資収益を示唆あるいは保証するものでは
ありません。また税金・手数料等を考慮しておりませんので、実質的な投資成果を示すものではありません。

• 当資料のいかなる内容も、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。



皆様の投資判断に関する留意事項 
【投資信託のリスク】 

投資信託は、株式や公社債など値動きのある証券等（外貨建資産に投資する場合は為替リスクがあります。）に投資しますので、 
基準価額は変動します。従って、投資元本が保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割 
り込むことがあります。投資信託は預貯金と異なります。投資信託財産に生じた損益は、すべて投資者の皆様に帰属します。 

【留意事項】 
・   投資信託のお取引に関しては、金融商品取引法第 37 条の 6 の規定（いわゆるクーリングオフ）の適用はありません。 
・   投資信託は預金商品や保険商品ではなく、預金保険、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、登録金融 

機関が取扱う投資信託は、投資者保護基金の対象とはなりません。 
・   投資信託の収益分配は、各ファンドの分配方針に基づいて行われますが、必ず分配を行うものではなく、また、分配金の金 

額も確定したものではありません。分配金は、預貯金の利息とは異なり、ファンドの純資産から支払われますので、分配金が 
支払われると、その金額相当分、基準価額は下がります。分配金は、計算期間中に発生した収益を超えて支払われる場合 
があるため、分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。また、投資者の購入 
価額によっては、分配金の一部または全部が、実質的には元本の一部払戻しに相当する場合があります。ファンド購入後の 
運用状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様です。 

【お客様にご負担いただく費用】 
■お客様が購入時に直接的に負担する費用 

購 入 時 手 数 料 ：  購入価額 × 購入口数 × 上限  3.78％（税抜 3.5％） 
■お客様が換金時に直接的に負担する費用 

換 金 時 手 数 料 ：  公社債投信 1 万口当たり上限 108 円（税抜  100 円） ※その他の投資信託にはありません 
信託財産留保額： 換金時に適用される基準価額 × 0.5％以内 
※T&D「J ﾘｰﾄﾌｧﾝﾄﾞ限定追加型 1402」(当初申込時無手数料)についてはご換金時期により信託財産留保額 3.0％～
0.5％(平成 33 年６月１日以降は無料)をご負担いただきます。 

■お客様が信託財産で間接的に負担する費用 
運用管理費用（信託報酬）の実質的な負担： 純資産総額×実質上限年率 2.5704％（税抜 2 . 3 8 ％） 
※実質的な負担とは、ファンドの投資対象が投資信託証券の場合、その投資信託証券の信託報酬を含めた報酬のことをいい
ます。なお、実質的な運用管理費用（信託報酬）は目安であり、投資信託証券の実際の組入比率により変動します。 
その他の費用 
※上記の他に、組入有価証券等の売買に係る売買委託手数料、監査費用、投資信託財産に関する租税、信託事務の処理
に要する諸費用、海外における資産の保管等に要する費用、受託会社の立替えた立替金の利息、借入金の利息等を投資信
託財産から間接的にご負担いただく場合があります。これらの費用･手数料等は、運用状況等により変動するため、事前に料率･上
限額等を示すことはできません。 

●お客様にご負担いただく費用につきましては、運用状況等により変動する費用があることから、事前に合計金額若しくはその 
上限額又はこれらの計算方法を示すことはできません。 

●上記のリスクや費用につきましては、一般的な投資信託を想定しております。各費用項目の料率は、販売会社である香川 
証券株式会社が取扱うすべての公募投資信託のうち、最高の料率を記載しております。投資信託のリスクや費用は、個別 
の投資信託により異なりますので、ご投資をされる際には、事前に、個別の投資信託の「投資信託説明書（交付目論見 
書）」の【投資リスク、手続 ・手数料等】をご確認ください。 

 ------------------------------------------------------------------------------- 
 【香川証券株式会社】 

商 号 等 香川証券株式会社 
  登   録 金融商品取引業者 四国財務局長（金商）第 3 号 

加 入 協 会 日本証券業協会 




